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「�

Ｏ
Ｇ
Ｉ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催
に
つ
い

て
（
小
木
地
区
）

　

毎
年
、
分
館
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
、

の
ど
自
慢
が
多
数
出
場
し
、
紅
白
歌
合
戦

さ
な
が
ら
の
歌
を
披
露
し
ま
す
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
頂
い
た
ワ
ン
コ
イ
ン
寄
附
金
を
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
附
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日
時　
２
月
15
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

会
場　
あ
ゆ
す
会
館

入
場
料　
無
料

お
問
い
合
わ
せ

　

南
教
育
事
務
所　

小
木
地
区
教
育
係

　

☎
86
―
３
１
９
１

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」
開
催
中
!! 

（
金
井
地
区
・
佐
和
田
地
区
）

　

今
年
度
か
ら
、
西
教
育
事
務
所
（
金
井

地
区
・
佐
和
田
地
区
）
の
主
催
事
業
と
し

て
「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
地
区
で
交
互
に
開
催
し
、
第
１

回
は
「
親
子
で
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
」
、
第
２

回
は
「
親
子
で
海
釣
り
教
室
」
、
第
３
回

は
「
親
子
で
描
こ
う
！
」
、
第
４
回
は

「
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
手
作
り
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
月
に
は
「
親

子
雪
合
戦
」
、
２
月
に
は
「
親
子
で
バ
レ

ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り
」
を
開
催
予
定
で

す
。

　

親
子
で
体
験
し
な
が
ら
「
ふ
れ
あ
い
」
、

ま
た
「
交
流
」
を
よ
り
一
層
深
め
ら
れ
る

事
業
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、

定
員
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
地
区
教

育
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

●利用者のみなさまへお願い　借りている図書で、すでに返却期限が過ぎている図書がありましたら
最寄りの図書館・図書室へお返しください。よろしくお願いします。

　資料紹介　
詩集「跡地の家族たち」
安田　雅博　著�
思潮社　発行
　著者のこの島における経験
とそれをめぐる思考をベース
に紡がれた詩18編からなる詩
集。“佐渡に居住する詩人の眼差しが、傷を与え
たものの忘却と受けたものの記憶の狭間にう
ごめく無数の痕跡を、生まれ消える言葉と消え
ては生まれる言葉の重ね書き（＝二重写し）に
よって浮かび上がらせる”という紹介文（帯文の
大要）が付されている。なお、同著者による本
館所蔵のものに、前詩集「海府行」があり、他
に、著書らによる同人誌「島族」「ＫＡＩＦＵ」も
ある。

右上：親子でリズムダンス
右下：親子で海釣り教室
左上：親子で描こう！

評論家　松本健一氏を偲び 
作品を読んでみませんか
　松本氏は、著作「評伝北一輝」（全５巻）で知られ、
北一輝の研究に貢献。日本の近現代思想を新たな視点で
研究した評論家です。（昨年 11 月 27 日逝去）
　図書館にあります。ご利用ください。

北一輝伝説　その死の後に 河出書房新社
孤島コンミューン論 現代評論社
畏るべき昭和天皇 毎日新聞社
北一輝の革命　天皇の国家と対決し 

「日本改造」を謀った男
現代書館

若き北一輝　恋と詩歌と革命と 現代評論社
評伝北一輝（全５巻） 岩波書店
われに万古の心あり
　幕末藩士小林虎三郎

新潮社

北一輝の昭和史 第三文明社
北一輝論 現代評論社
評伝　北一輝 大和書房
秋月悌次郎　老日本の面影 作品社

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK


